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ナカラ港開発Ⅰ・Ⅱ期工事（モザンビーク）

既存岸壁の安定確保し増深
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アフリカ南東部に位置するモザンビークのナカラ港は、ナ

カラ回廊と呼ばれる同国北部から内陸諸国を結ぶ国際物流ル

ートの玄関口となっている。同港の機能強化を目的に五洋建

設・東亜建設工業ＪＶが施工した「ナカラ港開発Ｉ・Ⅱ期工

事」では、既存港の増深・埋め立てによってコンテナ船専用

ふ頭を含む港湾施設を再整備した。これにより同港の輸送能

力が強化され、ナカラ回廊地域各国の発展と活性化に貢献し

ている。

▷実施者五洋建設、東亜建設工業
▷実施国モザンビーク共和国
▷実施都市・地区ナンプラ州ナカラ郡
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▷実施期間年７月年月

港湾エントランス道路と鉄道ターミナル
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